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イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

講　
座

募　
集

保　
健

福
祉
・
医
療

保
険
・
年
金

相　
談

お
知
ら
せ

講　
座

募　
集

下
関
未
来
大
学
の
受
講
生
募
集

　
第
４
回
目
の
本
年
度
も
、
市
と

市
立
大
学
が
共
同
で
開
校
し
ま
す
。

●
学
科
の
構
成
・
内
容

　
～
新
し
く
な
り
ま
し
た
～

【
地
域
創
生
学
科
】

【
企
業
と
起
業
学
科
】

【
ま
ち
づ
く
り
・
ひ
と
づ
く
り
学
科
】

■対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
１８

歳
以
上
の
方　
■日
■内
表
の
通
り　

▽
表
中
※
印
を
除
き
午
後
６
時
３０

分
～
８
時　
■所
市
立
大
学　
■定
各

学
科
４０
人
程
度（
先
着
順
）　
■料
各

学
科
５
０
０
０
円　
※
い
ず
れ
か

の
学
科
を
申
し
込
ん
だ
方
に
限
り
、�

他
学
科
の
１
コ
マ
を
１
０
０
０
円

で
受
講
可　
■申
４
月
１
日
～
５
月

２９
日（
消
印
有
効
）に
、
は
が
き
か

郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、市
立
大
学
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の「
公
開
講
座
」で
、
○必

（
８
㌻
）と
希
望
学
科
名
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、駐
車
場
の
要
・
不
要
、

車
の
ナ
ン
バ
ー（
学
内
駐
車
希
望
者

の
み
）を
、
市
立
大
学
地
域
共
創
セ

ン
タ
ー（
〒
75１-

８
５
１
０
市
内
大

学
町
二
丁
目
１
番
１
号　

２5３-

１

６
２
２
）へ
。

■問
市
立
大
学
地
域
共
創
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
２5４-

８
６
１
３
）

地域創生学科：市内４地区の事例を基に、地域の人材をいかに創出し、
地域経済に活気を持たせることができるか、一緒に考えます。
月　日 内　容　／　講　師（敬称略）
６月７日
（日）※

地方創生と維持可能な地域づくり～「消滅可能性都市」論を超えて
／下関市立大学教授　水谷利亮

６月18日
（木）

再発見！自然の恵み～北浦の山河海が危ない
／豊北の暮らしを守る会　下関市立大学教授　道盛誠一

７月２日
（木）

どうする！暮らし～めざせ老人大国
／豊北の暮らしを守る会　下関市立大学教授　道盛誠一

７月16日
（木）

城下町長府地区における人的ネットワークの形成と活用～商店街、観光、教育の連携
／長府地区ふるさと協育ネット「ほっちゃや」　コーディネーター　馬場加奈子
　長府観光協会副会長　安岡克昌

８月６日
（木）

城下町長府地区におけるホタルの育成事業～城下町におけるくらしと環境・景観
／ディナモ長府もりあげ隊ホタル部会長　藤中和岳
　下関市立大学教授　土屋敏夫

８月20日
（木）

唐戸商店街の社会資本～可能性を高める活動
／下関市立大学教授　難波利光

９月３日
（木）

唐戸というまち～生い立ちから向かうところ
／下関市都市整備部市街地開発課　課長　那須信行

９月24日
（木）

菊川町における地域社会の現状と住民の取り組み～貴和の里につどう会を事例に
／下関市立大学講師　松本貴文

10月15日
（木）

貴和の里につどう会の理念と実践～地域での交流の意味と可能性
／貴和の里につどう会　事務局代表　吉村利道

10月29日
（木）

「わがまち」の魅力と暮らしをいつまでも～各地で立ち上がる住民たちの取り組みから
／久留米大学経済学部文化経済学科　専任講師　藤谷　岳

企業と起業学科：下関経済を今後支えていく企業を創るためには、
どのような取り組みが必要なのかを学びます。
月　日 内　容　／　講　師（敬称略）
６月７日
（日）※

下関の地域経済～地域経済の把握と企業家精神
／下関市立大学准教授　外枦保大介

６月23日
（火）

創業　成功の秘密～もも、くり３年、かき８年、経営○○年
／下関商工会議所　経営支援部長　佐藤倫弘

７月14日
（火）

幸服創造～「服」を通じて人生をより豊かに生きる
／株式会社コトウ　代表取締役社長　古藤俊彦

７月28日
（火）

92年前の起業～酒造産業の歩みと企業内起業
／下関酒造株式会社　代表取締役　内田忠臣

８月４日
（火）

住まいと健康～木の家の秘密
／株式会社安成工務店　代表取締役　安成信次

８月25日
（火）

下関ふく問屋の抵抗～ひとり六次産業化
／株式会社酒井商店　代表取締役　酒井　一

９月８日
（火）

海と鉄にこだわって～我が社の設立と継承
／株式会社カネヤス　代表取締役社長　岡本繁樹

９月15日
（火）

家族商店から起業へ～老舗質店60年目の起業
／株式会社モノバンク　専務取締役　吉田　悟

10月６日
（火）

創業300年に向けた醤油屋の温故創新～いまできることを
／株式会社大津屋　企画室長　林　裕子

10月20日
（火）

下関の地域活性化～下関の地場企業
／下関市立大学学長　吉津直樹

まちづくり・ひとづくり学科：身近な地域のまちづくりを、
他市の先進事例や専門的な視点から学びます。
月　日 内　容　／　講　師（敬称略）
６月７日
（日）※

まちづくりのムードづくり①～先進事例から学ぶまちづくりの今後
／山口市陶連合自治会　会長　松尾征二

６月17日
（水）

下関市住民自治によるまちづくりの推進にあたって
～本格的に始まる住民自治によるまちづくりに思う
／下関市長　中尾友昭

７月１日
（水）

地域の課題を認識しましょう～福祉活動の実態からネットワークの
あり方を考える（模擬体験を含む）
／はぁとふりぃ下関　代表　山本千栄子

７月15日
（水）

コミュニティビジネスによるまちづくり～ミクロ経済学から考える基本のキ
／下関市立大学准教授　森　邦恵

８月５日
（水）

子ども及び青少年健全育成によるまちづくり～共同体の形成者に育てる
／川中中学校校長　児玉典彦　

８月19日
（水）

“下関暮らし”から考えるまちづくり～愛するまち下関を育てる
／都市計画プランナー　中山淑子

９月２日
（水）

まちづくりのムードづくり②～先進事例から学ぶまちづくりの今後
／長門市油谷町宇津賀地区まちづくり協議会　幹事　小林文男

９月30日
（水）

地域経済とまち・ひと・しごと創生総合戦略～地域資源の活用と経済の循環を考える
／下関市立大学准教授　杉浦勝章

10月14日
（水）

地域の課題を認識しましょう（ワークショップ）～経験したことのない大雨�その時どうする？
／いのちを守る防災教育を推進する会　下関地方気象台職員ほか

10月28日
（水）

下関市住民自治によるまちづくりの推進にあたって
～下関市住民自治によるまちづくりの取り組みの現実を見て
／下関市長　中尾友昭

（注１）※の時間＝午前10時～正午（開校式を含む）
（注２）講師などは変更の可能性がありますので、ご了承ください

図
書
館
歴
史
講
座
新
シ
リ
ー
ズ

■日
４
月
２５
日（
土
）か
ら
の
毎
月
第
４
土

曜
日（
全
１２
回
）午
後
２
時
～
３
時
３０
分

■所
ド
リ
ー
ム
シ
ッ
プ
風
の
ホ
ー
ル　
■内

テ
ー
マ
＝
下
関
を
支
え
た
人
　々
▽
第�

１
回
＝「
高
杉
晋
作
と
下
関
」　
■師
安
冨

静
夫（
中
央
図
書
館
館
長
）　
■定
２００
人（
先

着
順
）　
■申
図
書
館
で
申
込
用
紙
を
書
く

か
、
電
話
で
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を

中
央
図
書
館
へ
。

■問
中
央
図
書
館（
☎
２３１-

２
２
２
６
）

下
関
韓
国
教
育
院「
２
０
１
５
年
度

韓
国
語
・
韓
国
文
化
講
座
」

■期
４
月
～
平
成
２８
年
３
月（
年
間
３３
回
）

■所
下
関
、
小
月
、
小
野
田
、
宇
部（
講
座

で
日
時
・
場
所
が
異
な
る
）　
■内
韓
国
語

初
級
・
中
級
・
上
級
、
韓
国
文
化
講
座

な
ど　
■定
各
３０
人（
先
着
順
）　
■料
年
額

３
０
０
０
円（
光
熱
費
）　
■申
講
座
の
種

類
、
日
時
、
場
所
を
下
関
韓
国
教
育
院

（
☎
２6８-

１
４
０
４
）に
確
認
後
、
４
月
３０

日（
木
）ま
で
に
申
し
込
み
。

■問
国
際
課（
☎
２３１-

９
６
５
３
）

ユ
ネ
ス
コ
歌
の
ク
ラ
ス

■日
毎
週
火
・
土
曜
日　
①
午
後
１
時
１５

分
～
２
時
３５
分　
②
午
後
３
時
～
４
時

２０
分　
③
午
後
６
時
～
７
時
２０
分　
※

土
曜
日
は
①
の
み　
■所
ド
リ
ー
ム
シ
ッ

プ
３
階
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
室　
■内
英

語
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ（
５０
～
７０
年
代
）

を
楽
し
み
ま
す
。
■料
月
額
４
０
０
０
円�

■申
往
復
は
が
き
に
○必（
８
㌻
）と
希
望
ク
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イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ

講　
座

募　
集

保　
健

福
祉
・
医
療

保
険
・
年
金

相　
談

お
知
ら
せ

講　
座

募　
集

ラ
ス
を
書
い
て
、
生
涯
学
習
課（
〒
７５０-

０
０
０
９
市
内
上
田
中
町
一
丁
目
１6
番

３
号
）へ
。

■問
生
涯
学
習
課（
☎
２３１-

２
０
５
４
）

防
火
管
理
講
習

■対
▽
防
火
管
理
者
を
定
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
防
火
対
象

物
に
お
い
て
、
防
火
管
理
上

必
要
な
業
務
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で

き
る
管
理
的
か
監
督
的
な
地
位
に
あ
る

方　
▽
資
格
取
得
を
希
望
す
る
方　
■日

▽
甲
種
新
規（
１
日
目
）・
乙
種
＝
５
月

１4
日（
木
）午
前
９
時
５０
分
～
午
後
４
時

▽
甲
種
新
規（
２
日
目
）＝
５
月
１５
日（
金
）

午
前
９
時
５０
分
～
午
後
４
時　
■所
下
関

市
消
防
局　
■定
８０
人（
先
着
順
）　
■料
４

２
０
０
円　
■申
４
月
１５
日
～
３０
日（
必
着
）

に
、
所
定
の
申
込
用
紙
に
受
講
料
を
添

え
て
申
し
込
み
を
。
※
申
込
用
紙
は
消

防
局
予
防
課
、
各
消
防
署
、
消
防
出
張

所
に
用
意
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

■問
消
防
局
予
防
課（
☎
２３３-

９
１
１
３
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

■対
市
内
在
住
・
在
勤
で
、
講
座
修
了
後

に
手
話
奉
仕
員
と
し
て
活
動
で
き
る
高

校
生
以
上
の
方　
■期
５
月
８
日
～
平
成

２８
年
２
月
１９
日
の
毎
週
金
曜
日　
午
後

６
時
３０
分
～
８
時　
※
日
曜
日
に
も
３

回
開
催　
■所
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー　
■内

手
話
奉
仕
員
の
技
能
・
知
識
の
習
得（
修

了
者
に
は
手
話
奉
仕
員
証
を
交
付
）　
■定

３０
人（
先
着
順
）　
■料
３
２
４
０
円　
■申

４
月
１
日
～
２０
日（
消
印
有
効
）に
、
往

復
は
が
き
に
○必（
８
㌻
）を
書
い
て
、
社

会
福
祉
協
議
会（
〒
７５１-

０
８
２
３
市
内

貴
船
町
三
丁
目
４
番
１
号
）へ
。

■問
障
害
者
支
援
課（
☎
２３１-

１
９
１
７
）

  

募
　
集

子
ど
も
・
子
育
て
審
議
会
の
委
員
募
集

　
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
に
お
い
て
幼
児
期
の

学
校
教
育
・
保
育
、
地
域
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た

め
、
意
見
・
提
言
を
い
た
だ
き
ま
す
。

■対
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方　
▽
市

内
在
住
で
、
平
成
２７
年
４
月
１
日
に
小

学
６
年
生
以
下
の
子
ど
も
の
保
護
者
で

あ
る
方　
▽
幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保

育
、
地
域
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の

推
進
に
関
心
と
熱
意
が
あ
り
、
年
数
回

の
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席
で
き

る
方　
■内
任
期
＝
２
年（
７
月
に
開
催
予

定
の
第
１
回
会
議
の
日
か
ら
２
年
間
）　

■定
５
人
以
内（
選
考
）　
■申
５
月
１
日（
金

／
必
着
）ま
で
に
、「
幼
児
期
の
学
校
教

育
・
保
育
や
、
地
域
の
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
に
つ
い
て
」の
意
見
・
提
案
を
6００�

字
以
内
で
ま
と
め
た
も
の
、
必
要
事
項

を
応
募
用
紙
に
書
い
て
、
直
接
か
郵
送
、�

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
こ
ど
も
育�

成
課（
〒
７５０-

８
５
２
１
市
内
南
部
町
１
番�

１
号　

２３１-

１
９
９
５　

hfkodomo�
@city.shimonoseki.yamaguchi.jp

）

へ
。
※
応
募
用
紙
は
こ
ど
も
育
成
課
で

配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可

■問
こ
ど
も
育
成
課（
☎
２３１-

１
７
２
２
）

下
関
市
イ
ル
カ
ふ
れ
あ
い
体
験

参
加
者
募
集

■対
市
内
在
住
の
小
学
生
で
自
閉
症
な
ど

の
児
童　
※
事
前
に
医
師
の
診
断
あ
り

（
診
察
費
３
０
０
０
円
程
度
）※
参
加
者

１
人
に
つ
き
１
ク
ー
ル（
計
４
日
間
）�

■日
▽
第
１
ク
ー
ル
＝
６
月
４
・
１１
・
１８
・

２５
日　
▽
第
２
ク
ー
ル
＝
７
月
２
・
９
・

１6
・
２３
日　
▽
時
間
＝
午
後
５
時
～
６

時
３０
分　
■内
タ
ッ
チ
ン
グ
や
イ
ル
カ
と�

と
も
に
泳
ぐ
体
験　
※
参
加
者
の
急
な

体
調
の
変
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
市
民

病
院
の
職
員
が
付
き
添
い
ま
す　
■定
４

人（
抽
選
）　
■料
２
万
１
６
０
０
円（
４
日

間
分
）　
■持
マ
リ
ン
ブ
ー
ツ
、
タ
オ
ル
な

ど　
■申
４
月
１
日
～
１５
日
に
、
電
話
で
。

■申
■問
市
民
病
院
事
務
部
経
営
企
画
グ
ル
ー

プ（
☎
２３１-
４
１
１
１
）

市
立
市
民
病
院
職
員（
看
護
師
・

薬
剤
師
）の
募
集

●
看
護
師
＝
昭
和
4０
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
、
看
護
師
免
許
を
取
得
し
て

い
る
方　
■日
試
験
日
＝
随
時　
■所
試
験

会
場
＝
市
立
市
民
病
院　
■内
試
験
内
容

＝
作
文
、
面
接　
※
平
成
２７
年
１０
月
の

新
棟
開
設
に
伴
い
、
緩
和
ケ
ア
・
透
析

の
看
護
師
も
募
集
し
ま
す

●
薬
剤
師
＝
昭
和
５０
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
、
薬
剤
師
資
格
免
許
を
取
得

（
見
込
み
を
含
む
）し
て
い
る
方
…
３
人

程
度　
■日
試
験
日
＝
６
月
２１
日（
日
）　

■所
試
験
会
場
＝
市
立
市
民
病
院　
■内
試

験
内
容
＝
作
文
、
面
接

■共
■申
①
随
時
、
②
６
月
１２
日（
金
／
必
着
）�

ま
で
に
、
持
参
か
郵
送
で
、
所
定
の
受�

験
申
込
書
を
市
民
病
院（
〒
７５０-

８
５
２
０

市
内
向
洋
町
一
丁
目
１３
番
１
号
）へ
。
※

申
込
書
は
、
市
役
所
本
庁
舎
本
館
１
階

案
内
、
各
総
合
支
所
、
各
支
所
、
各
サ
テ

ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
で
配
布
。
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

※
申
込
書
の
郵
送
請
求
は
、
宛
て
先
を

書
い
た
角
型
２
号
の
返
信
用
封
筒
に
１２０

円
切
手
を
貼
っ
て
同
封
し
、
市
民
病
院
へ

■問
市
民
病
院（
☎
２３１-

４
１
１
１
）

あ
き
ん
ど
活
性
化
支
援
事
業
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
市
内
の
空
き
店
舗
解
消
と
事
業
展
開

の
支
援
に
よ
る
商
業
振
興
を
目
的
に
、

新
た
に
商
売
な
ど
を
開
始
し
よ
う
と
す

る
方
に
対
し
て
、審
査
会
を
経
て
家
賃
・

店
舗
改
装
費
・
経
営
相
談
費
用
の
一
部

を
補
助
す
る
制
度
で
す
。
別
途
指
定
す

る
地
域
の
空
き
店
舗
へ
入
居
し
た
方
に

は
更
に
嵩
上
げ
助
成
を
行
い
ま
す
。

■対
市
内
の
空
き
店
舗
で
、
小
売
業
・
飲

食
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
を
新
た
に
始
め
よ

う
と
し
て
い
る
個
人
・
小
規
模
事
業
者

■申
参
加
申
込
書
を
書
い
て
、
賃
貸
借
契

約
締
結
前
に
産
業
振
興
課
へ
。
※
参
加

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
か
産
業
振
興
課
で
配
布

■問
産
業
振
興
課（
☎
２３１-

１
２
２
０
）

農
業
委
員
会
活
動
に
ご
意
見
を
！

　
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
、
前
年
度

の
活
動
実
績
と
次
年
度
の
活
動
計
画
に

つ
い
て
の
点
検
評
価
を
作
成
す
る
た
め
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
農
業
委
員
会
事
務

局
に
４
月
１6
日
か
ら
約
１
カ
月
の
間
、

実
績
と
計
画
案
を
掲
載
し
、
皆
さ
ん
の

意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■申
５
月
３１
日（
日
／
必
着
）ま
で
に
、
郵

送
か
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
農
業
委

員
会
事
務
局（
〒
７５０-

０
０
０
９
市
内
上
田�

中
町
一
丁
目
１6
番
３
号
、

２３１-

１
６
４�

２　

ngnogyoi@city.shimonose�
ki.yam

aguchi.jp

）へ
。
※
電
話
や
口

頭
で
の
意
見
の
提
出
不
可

■問
農
業
委
員
会
事
務
局

�

（
☎
２２３-

６
５
３
６
）

「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
」Ｆ
Ｍ
ウ
ォ
ー
ク

ｉｎ
下
関　
参
加
者
募
集

　
大
河
ド
ラ
マ「
花
燃
ゆ
」の
舞
台
地
を

ま
わ
る
Ｆ
Ｍ
ウ
ォ
ー
ク
と
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

■日
５
月
１７
日（
日
）午
前
１０
時
～
午
後
４

時
３０
分　
■定
ウ
ォ
ー
ク
＆
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
３００
人
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の�

み
２００
人（
先
着
順
）　
■申
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、

は
が
き
に
○必（
８
㌻
）と
性
別
を
書
い
て
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
広
島
支
局

「
ラ
ジ
オ
深
夜
便
」Ｆ
Ｍ
ウ
ォ
ー
ク
ｉｎ
下

関
係（
〒
７３０-

０
０
５
１
広
島
市
中
区
大

手
町
二
丁
目
１１
番
１０
号　
☎
０８２-

５4２-

１

３
２
１　

０８２-

２46-

７
８
９
９
）へ
。

■問
観
光
政
策
課（
☎
２３１-

１
３
５
０
）


